
サンティアゴ・デ・コンポステーラには、聖ヤコブ（スペイン語でサンティアゴ）の遺骸があるとさ
れ、ローマ、エルサレムと並んでキリスト教の三大巡礼地に数えられています。スペイン語では、El
Camino de Santiago（サンティアゴの道）と呼ばれ、1000年以上の歴史を持つ聖地への道は、今
も年間およそ10万人がフランスからピレネー山脈を越えてゆきます。巡礼の拠点の街、そこには巡
礼事務所があり、名前を登録し、巡礼者の証明となる手帳を受け取ります。徒歩により長い巡礼を続
けることは、人々にとって信仰と向き合う貴重な時間となります。大聖堂の5km手前にある「モン
テ・デル・ゴソ（歓喜の丘）」。巡礼者はここで初めて美しい聖地の姿を眼にします。大聖堂に到着
した巡礼者は、「栄光の門」と呼ばれた入り口に向かいます。そこには幾千万もの巡礼者がもたれる
ように祈りを捧げてきた柱があり、手の窪みの跡が歴史を物語っています。スペイン横断は、イベリ
ア半島内でも最長約 800kmの道程ですが今回はその半分位の距離を自転車で走破します。
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9/22
＝＝ﾏﾄﾞﾘｯﾄﾞーーーーーーーｳﾞｧﾗﾄﾞﾘﾄﾞ

08:45 13:30
到着/バス移動 到着 ホテル泊

機
昼
夕

9/23 ｳﾞｧﾗﾄﾞﾘﾄﾞーﾓﾚﾙｴﾗ…………………ｻﾝﾀﾏﾘｱﾃﾗーｳﾞｧﾗﾄﾞﾘﾄﾞ
09:00 11:00 15:00 18:00
バス ｻｲｸﾘﾝｸﾞ４０ｋｍ バス ホテル泊

朝
昼
夕

9/24 ｳﾞｧﾗﾄﾞﾘﾄﾞーｻﾝﾀﾏﾘｱﾃﾗ………………………………ﾌﾟｴﾌﾞﾗ
09:00 11:00 17:00

バス ｻｲｸﾘﾝｸﾞ６０ｋｍ ホテル泊

朝
昼
夕

9/25 ﾌﾟｴﾌﾞﾗ……………………………………ﾗｻﾞーーーｵｰﾚﾝｾ
09:00 16:00 17:15

ｻｲｸﾘﾝｸﾞ９５ｋｍ バス ホテル泊

朝
昼
夕

9/26 ｵｰﾚﾝｾーーーﾗｻﾞ………………………………………ｵｰﾚﾝｾ
09:00 10:15 17:00

バス ｻｲｸﾘﾝｸﾞ７０ｋｍ ホテル泊

朝
昼
夕

9/27 ｵｰﾚﾝｾ………………………ｼﾚﾀﾞ…………ｻﾝﾁｬｺﾞｺﾝﾎﾟﾃｰﾗ
09:00 17:00

ｻｲｸﾘﾝｸﾞ６８ｋｍ ４０ｋｍ ホテル泊

朝
昼
夕

9/28 ーーーーーーーーｻﾝﾁｬｺﾞｺﾝﾎﾟｽﾃｰﾗーーーーーーーーー
09:00 17:00

終日専用車にて観光 ホテル泊

朝
昼
夕

9/29 ーーｻﾝﾁｬｺﾞｺﾝﾎﾟｽﾃｰﾗ＝＝ﾏﾄﾞﾘｯﾄﾞーーーーーーーー
０９：１０ １０：２５ 市内観光 15:00

バス 国内線 バス ホテル泊

朝
昼
夕

9/30 ーーﾏﾄﾞﾘｯﾄﾞ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝香港
12:20 経由

バス 出発

朝
Ｘ
機

10/1 ＝＝＝＝＝＝関西空港
12:25
帰着

機
機
Ｘ

巡礼路は未舗
装の部分も有
るので、ご自
身の自転車を
持ち込まれる場
合は、ＭＴＢ又
はクロスをお薦
めします！

＊今回は「サナブレスの道」と呼ばれる約３７０ｋｍのル
ートを走破します。(自転車の場合 200km 以上で認定)
スタートは”グランハ デ モレルエラ”です。
ルートの経由地には、団体の利用出来る大きめの宿
泊施設が無い為、起点から又は起点まで施設のある
町間を送迎車輌で移動を行う日も有ります。
＊航空便への自転車の持込は、荷物と合わせて３０ｋ
ｇ迄ＯＫ！(但し許容を超えた場合は超えた分を実費でお支払い頂

きます)

＊レンタサイクルもご用意出来ます(残念ながら少々高め)
通常自転車 ３８０ユーロ (1/20¥47,500)
電動アシスト ４８０ユーロ ( 、、¥60,000)

参加費368,000368,000368,000 円円円
参加費には行程表に明示された交通機関代(ｴｺﾉﾐｰ)/ 宿泊
代(２名様１室利用)及び食事代/最高2500万円補償の旅行
特別補償/添乗引率/現地ガイド料を含みます。
含まれない物：燃油チャージ＆空港税関連/巡礼手帳(ｸﾚﾃﾞﾝ
ｼｬﾙ)/巡礼証明書(ｺﾝﾎﾟｽﾃｰﾗ)取得代/その他個人的なもの
＊各通過点にて巡礼手帳に証明印を押印し自転車で
200km 以上が証明された場合巡礼証明書が取得出来ます。

マドリッド

ｻﾝﾁｬｺﾞｺﾝﾎﾟｽﾃｰﾗ

ｸﾞﾗﾝﾊ ﾃﾞﾓﾚﾙｴﾗ


